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	みなさん、こんにちは！ついにこの教宣紙も１００号発行を達成しましたぁ！

大会終了後から、こちらの都合で１ヶ月間ほど空白の期間がありましたが、その後、順調に発行を重ね、今回で１００号となりました。数多く出せば良いってことではありませんが、今年については、各種闘争の情勢や大会・研修などの開催案内・報告の他にも地域の話題や行事など身近な情報を数多く取り入れ、少しでも組合員への情報の共有と生活への一助となるよう内容の充実を図ってきたつもりです。

そんな思いも叶ってか、ろうきん機関紙コンクールでは『努力賞』。そして、自治労北海道機関紙コンクールでは、『優秀賞』をいただくことができました！！
	
	
	これもみな自分のおかげ…ではなくて、これまでタッグを組んで作成してきた書記長の山田さん、情報を提供していただいた執行部と組合員のみなさんのおかげで成し遂げたことです！！ですから教宣紙は、組合員全員で作り上げられたものなんです！ただ教宣部は、その発行のお手伝いをさせていただいているだけです。

　今後においても、引き続き必要な情報や身近な情報を組合員のみなさんにお届けします。組合員の方からの情報も載せていきますので、いつでもご連絡ください！！

　これからもみなさんに親しまれるような紙面を提供していければと思いますので、よろしくお願いします！！

（教宣部長　谷口）











	10月21日、自治労の総務省公務員部長交渉の結果です。


【部長回答】独自カットについて、人事委員会が置かれている地方公共団体における職員の給与決定に当たっては、人事委員会の勧告を尊重して給与改定を行うということが基本であると認識している。独自の給与削減措置については、このような勧告尊重の基本姿勢に立った上で、それぞれの地方公共団体にお
	
	
	おいて、当該団体の厳しい財政状況等を勘案
して、人事当局と職員団体との交渉や議会における審議等を経て、条例改正等を行い、実施しているものと承知している。いずれにせよ、地方公務員の給与については、地方公務員法の趣旨を踏まえ、それぞれの地方公共団体において十分にご議論いただくべき事柄であると考えている。
最後に、自治労側から、国や県人事委員会と異なる年間調整を実施した自治体や、地域手当・住居手当等の支給に係る特別交付税の減額算定を行うことは、交付税の中立性を損なうものであることから、厳に行わないことを強く訴え、交渉を終了しました。　　　　　　　（おわり）




	道本部は、10月27日、人口20万人以上の自治体による10都市単組代表者会議と都市三者（都市交・全水道・自治労）・７市労連会議を自治労会館で開きました。
これは、2010秋期闘争全体の底上げをはかる観点から、一定規模の都市単組を代表バッターに掲げ、交渉結果を道内各市町村単組へ波及させるためで、例年開催しています。
	
	
	２年連続のマイナス、さらに50歳台後半層の給与削減という厳しい人事院勧告に加え、道内自治体の財政実情から、非常に厳しい交渉が予想されるなか、各単組の交渉日程や重点課題などを情報交換しました。
他の都市単組や町村単組の交渉促進に向けて、相場形成ができるよう、さらに情報交換を強めることを確認しました。
（道本部ＨＰより）













































































































































































ついに!!








「町長と職員組合の懇談会」を開催


第１回　１１／　９（火）17：30　集会室　　参加対象　４０歳以上の組合員


第２回　１１／１０（水）17：30　集会室　　参加対象　４０歳未満の組合員














１日に回答書を受理し、当日夜の執行委員会で回答内容を協議しました。明日、総務課長と事務レベル交渉を行い、その結果をもとに８日の執行委員会でさらに協議します。











９日（火）～１２日（金）の間に支会長と担当執行委員で日程調整し、全支会で開催してください。討論会の協議内容は、①回答に対する執行部判断､②職員住宅整備計画､③各職場の課題 です。








【自治労】多くの自治体において、独自の給与削減措置が行われてきたが、独自カットは一生懸命働いている職員の士気を著しく阻害するものであり、少なくとも緊急避難的措置であって、長期にわたって継続すべきものではない。したがって、廃止・中止すべきとの総務省の見解・姿勢を示すこと。





青年婦人部から

















ご協力をお願いしている皆さん！ ぜひ、明日５日までにご記入の上、お近くの青年婦人部員へ！！














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


